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挨
拶
す
る
羽
野
中
央
闘
争
委
員
長

各
班
ご
と
に
各
種
ゲ
ー
ム
に
挑
ん
だ「
ス
イ
ー
ツ
バ
ト
ル
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
」

仕事と育児両立支援としての親子で参加の意見交換会

各地本・総支部から約80名の青年女性組合員が集結した

　

　

豊
岡
駅
分
会
は
、兵
庫
県
北
部

の
山
陰
本
線
梁
瀬
駅
〜
居
組
駅

間
、播
但
線
京
口
駅
〜
和
田
山
駅

間
を
合
わ
せ
た
34
駅
、1
5
2
・

6
k
m
を
管
理
し
て
お
り
、管
理

駅
長
や
出
向
者
を
除
い
た
69
名

の
組
合
員
が
日
々
輸
送
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
や
、地
域
と
の
窓
口
と
し

て
業
務
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
北
部
の
但
馬
地
方
は

近
畿
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
と

し
て
知
ら
れ
て
お
り
、今
冬
は
山

陰
本
線
お
よ
び
播
但
線
の
一
部
区

間
で
延
べ
７
日
間
の
計
画
運
休

を
実
施
し
、近
畿
統
括
本
部
か
ら

の
支
援
メ
ン
バ
ー
も
加
え
て
昼
間

の
み
な
ら
ず
深
夜
か
ら
早
朝
に
か

け
て
も
駅
構
内
の
線
路
や
ホ
ー
ム

の
除
雪
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
い
つ
止
む
の
か
も
わ
か
ら
な
い

よ
う
な
雪
が
降
り
続
け
、多
数
の

除
雪
列
車
や
排
雪
の
た
め
の
モ
ー

タ
ー
カ
ー
が
行
き
交
う
中
で
、声

を
掛
け
合
っ
て
除
雪
作
業
に
努

め
、ま
た
、時
に
は
回
送
列
車
の
前

頭
に
乗
り
込
ん
で
駅
に
停
止
す

る
た
び
に
厚
い
壁
の
よ
う
に
積
み

あ
が
っ
た
圧
雪
を
取
り
除
く
な

ど
の
作
業
に
努
め
、結
果
、一
人
の

怪
我
人
も
出
す
こ
と
な
く
安
全

に
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
私
た
ち
の
大
き
な
自
信
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

組
合
の
面
で
は
、日
頃
の
課
題

を
話
し
合
っ
た
り
要
望
を
取
り
ま

と
め
た
り
す
る
機
会
を
な
か
な

か
設
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、組
織

運
営
に
苦
心
し
て
い
ま
す
。分
会

の
エ
リ
ア
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

お
り
、一ヶ
所
に
集
ま
って

の
執
行
委
員
会
や
職
場

集
会
の
開
催
が
難
し
い

こ
と
も
理
由
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、仕
事
と

育
児
の
両
立
に
関
し
て

の
課
題
解
決
を
目
指
し

て
、親
子
連
れ
で
参
加
で

き
る
意
見
交
換
会
を
開

催
す
る
な
ど
、組
合
員

が
顔
を
合
わ
せ
て
、意
見

の
交
換
や
会
社
へ
の
提

言
が
で
き
る
機
会
が
持

て
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

輸
送
系
の
新
入
社
員
が
最
初

に
配
属
さ
れ
る
職
場
で
あ
る
駅

と
い
う
特
性
を
鑑
み
、若
い
組
合

員
が
組
合
活
動
へ
の
参
画
を
始

め
る
大
切
な
時
期
を
過
ご
す
場

所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に

お
い
て
、J
R
西
労
組
運
動
の
次

代
へ
の
継
承
に
努
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
私
た
ち
豊
岡
駅
分
会

は
、組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち

に
寄
り
添
い
、組
合
員
相
互
の
理

解
と
信
頼
の
持
て
る
組
織
運
営
を

心
掛
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。　
　
〈
福
知
山
地
本
発
〉

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
2
0
2
6
年

３
月
16
日（
月
）西
阪
急
ビ
ル
８

Ｆ
会
議
室
に
お
い
て
第
４
回
地

本
代
表
者
会
議
を
開
催
し
た
。

　

初
め
に
中
央
闘
争
委
員
会
を

代
表
し
て
、羽
野
中
央
闘
争
委

員
長
が
要
求
書
を
提
出
し
て
以

降
、５
回
に
わ
た
る
団
体
交
渉
の

経
過
、直
近
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
経

営
状
況
と
社
会
情
勢
に
つい
て
挨

拶
を
行
っ
た
。

　

各
地
本・総
支
部
の
代

表
者
は
、こ
の
間
に
開
催

し
て
き
た
委
員
会
や
代

表
者
会
議
で
の
、26
春
闘

に
対
す
る
組
合
員
の
期

待
と
切
実
な
声
を
訴
え

た
。

　

中
央
闘
争
委
員
会
と

各
地
本・総
支
部
の
代
表

者
は
、組
合
員
と
そ
の
家

族
の
負
託
に
応
え
る
た

め
、最
後
の
最
後
ま
で
26

春
闘
を
闘
い
抜
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

　中央闘争委員会は、３月17日に２０２６春季生活闘争の最終交渉に臨
み、年度初の基準昇給の完全実施、ベースアップ10,000円（シニア層含
む）、契約社員の時給65円引上げを獲得した。年間臨給は、中期経営計
画2025の達成見込み0.04箇月を反映した5.42箇月（夏季2.77、年末
2.65）、シニア層には夏季精励手当＋２万円、契約社員には夏季精勤手
当＋１万円を引き出した。
　また、旧福知山支社及び旧和歌山支社のエリア手当を10％へ引き上
げ、金沢支社及び中国統括本部のエリア手当を５％へ引き上げた。さら
に、副看護師長及び二級建築士手当の新設、指令員手当の増額、通勤手
当（車通勤）の55km以上区分の新設などが実現した。加えて、別居手当
に「家族の介護のための別居」を追加、不妊治療支援休職者・キャリア開
発休職者に対する支援、帰省等交通費の改善など、組合員の切実な声に
応える回答を引き出した。
　この回答は、今日まで私たちが訴え続けてきた「人財への投資」が会社
の成長投資であることや、一人でも困っている組合員に手を差し伸べる会
社の姿勢を示したものであると判断し、本日妥結した。
　ＪＲ西日本の経営状況は、２月３日に公表された2025年度第３四半期
決算では、まちづくりプロジェクトの開業効果、大阪・関西万博による増
収、さらに閉幕後もご利用が堅調に推移したことにより、営業収益は前年
同期比106.4%の8,007億円、営業利益は同106.9%の1,469億円となり、
５期連続の増収増益であり、全利益項目で過去最高を更新し、中期経営
計画2025の目標を達成できる見通しである。
　２０２６春季生活闘争は、２０２５春季生活闘争で勝ち取ったベース
アップを基盤に「人財への投資」を成長投資と位置付け、「今年も賃上げ 
人財への投資を！」をキャッチフレーズに掲げ、月例賃金にこだわった持
続的な賃上げの実現をめざし交渉を重ねてきた。私たちの要求は、基
準昇給の年度初実施、物価上昇・他産業との賃金格差是正を図るべく
ベースアップ16,000円、年間臨給5.7箇月、エリア手当の見直し、各種手
当の改善を柱に組合員の切実な声を訴えてきた。あわせて職場の疲弊感
解消や責任度の高い職務、敬遠されがちな業務、深夜帯の業務、組織
見直しで顕在化した課題など、現場が抱える“しんどさ”に向き合い、そ
れに報いる仕組みの必要性や、グループ会社を含めた処遇改善の重要
性も強く求めてきた。
　こうした私たちの強い訴えに対して、会社は「次年度以降は万博効果の
喪失に加え、インフレや北陸新幹線の固定資産減免措置の終了に伴う
線路使用料の増加、設備投資増に伴う減価償却費の増加等により経営

環境が一段と厳しくなること。さらには運賃改定に向けた政府への働きか
けを行っているが、総括原価方式の枠組み上、コスト増を機動的に価格
へ転嫁することが厳しいという構造的制約があるため、慎重な判断をとら
ざるを得ない」との姿勢を崩さなかった。
　会社は最終回答で、「日々の安全・安定輸送の確保とお客様サービス
の向上に向けて懸命に取り組んでいただいている社員の皆さんに深く感
謝を申し上げる。当社を取り巻く環境は、大幅な費用の増加や物価・金利
の上昇、北陸新幹線開業に伴う経過措置の終了など厳しい環境が想定
され、今後ますます深刻化する労働力不足やインフレ等は大きな脅威で
あり、経営状況は決して楽観視できる状況ではない。このような状況の
中、次期中期経営計画は、次なる成長に向けた変革のステージになるも
のと考えており、新しい価値への挑戦を推し進める重要な時期である。こ
れらのチャンスをしっかりと持続的成長につなげるためには、さらなる安
全性向上や生産性向上など、より高い価値創造に取り組んでいく必要が
あり、これらの積み重ねが社員の皆さんの待遇改善にも繋がっていく」と
の考えを示した。
　今回の回答は、会社が組合員のモチベーション向上や人財確保・定着
に向けた重要性を改めて認識し、価格転嫁が難しい状況や次年度以降も
費用増が見込まれる中で、連合目標ベア４％、ＪＲ連合目標の月例賃金総
額18,000円以上を超え、賃金や労働条件の改善にこだわった私たちの思
いに一定応えた回答である。要求額との乖離はあるものの、基準昇給・エ
リア手当を含むベースアップと諸手当改善額の合計が一人平均18,087
円、賃上げ率5.37％、年間臨給5.42箇月は、ベースアップへのこだわりや
エリア手当改善を踏まえれば、会社として最大限の回答と受け止めてい
る。また、諸手当の改善も、私たちが求めてきた働き方の改善を多数反映
したものであり、人財の確保・定着に寄与する内容である。
　最後に、春闘集会や学習会、檄布行動、フォトモザイク等を通じ、中央
闘争委員会を力強く支えていただいたすべての組合員とご家族に心より
感謝申し上げる。私たちは今後も「安全」を基礎に、「人財への投資」を中
心とした成長投資を堅持し、働きがいのある職場づくりとＪＲ西日本グ
ループ一体での処遇改善を着実に前進させていく決意を明らかにし、２
０２６春季生活闘争妥結にあたっての中央闘争委員会の見解とする。

2026年３月17日

西日本旅客鉃道労働組合（ＪＲ西労組）
2026春季生活闘争中央闘争委員会

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
青
年

女
性
委
員
会
は
、3
月
28
日
（
土
）、大
阪
市
内
で「
第
8
回
交

流
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」を
開
催

し
、各
地
本・総

支
部
か
ら
約

80
名
の
青
年

女
性
組
合
員

が
集
結
し
た
。

　

冒
頭
、髙
杉
青
年
女
性
委
員

長
は
、今
回
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン

の
目
的
と
、青
年
女
性
委
員
会

活
動
の
重
要
性
に
触
れ
、「
西
日

本
エ
リ
ア
全
体
に
仲
間
が
い
る
こ

と
を
再
認
識
し
、公
私
と
も
に
支

え
合
え
る
仲
間
の
輪
を
、中
央
本

部
青
年
女
性
委
員
会
か
ら
つ
く
っ

て
い
く
」と
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

今
回
の
交
流
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
は「
ス
イ
ー
ツ
バ
ト
ル
ロ
ワ
イ
ヤ

ル
」と
題
し
、班
ご
と
に
分
か
れ

て
、実
行
委
員
会
が
企
画
し
た

多
彩
な
ゲ
ー
ム
が
各
ブ
ー
ス
で
行

わ
れ
た
。

　

各
班
の
メ
ン
バ
ー
が
協
力
し
な

い
と
ク
リ
ア
で
き
な
い
ゲ
ー
ム
が

多
く
、仲
間
と
知
恵
や
意
見
を

出
し
合
い
な
が
ら
課
題
を
乗
り

越
え
て
い
く
姿
に
、未
来
の
Ｊ
Ｒ

西
労
組
へ
の
大
き
な
期
待
と
希

望
を
感
じ
た
。
　

中
央
本
部
青
年

女
性
委
員
会
は
引

き
続
き
、10
代・20

代
の〝
今
し
か
で
き

な
い
〞経
験
と
機
会

の
創
出
を
大
切
に

し
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
に

集
う
仲
間
と
の
交

流
や
、共
に
支
え
合

え
る
仲
間
の
輪
を

よ
り
広
げ
る
活
動

を
展
開
し
て
い
く
。

第
４
回
地
本
代
表
者
会
議

組
合
員
に
寄
り
添
い
J
R
西
労
組
運
動
を
継
承
す
る
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　 　  　豊岡駅分会

２６
春
闘
ヤ
マ
場
を
迎
え

　
　
　
　
意
思
統
一を
図
る

２０２6春季生活闘争妥結にあたっての中央闘争委員会見解
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ョ
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各
地
か
ら
仲
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が
集
い

　
　
　
　
地
域
を
超
え
た
交
流
を
深
め
る

各
地
か
ら
仲
間
が
集
い

　
　
　
　
地
域
を
超
え
た
交
流
を
深
め
る


